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垂肥蛙難ヨしに国 か否め ?`
どちらにユウセイ? 投票箱

(八王子市 平井幸Ю

人生をユーモラスに見るようになれば これlま達識の人である  アメリカンジヨーク

曽 田 英 夫 狂 歌 NE― Fヨ

Ω いつものことと 笑つてごまかす Ω

◆この狂歌 発表しても 笑いなし いつものことと 笑つてごまかす

◆妻がまた ダメな亭主と 罵倒する いつものことと 笑つてごまかす

◆美女と酒 緊張しすぎ すぐに寝る いつものことと 笑つてごまかす

◆がんばれと 人事考課が 低すぎる いつものことと 笑つてごまかす

Ω どうにかしてよ 決断せまる Ω

◆台風が こないようにと してほしい どうにかしてよ 決断せまる

◆年取れば 通勤ラッシュ 疲れ増す どうにかしてよ 決断せまる

◆わが上司 相談しても 逃げ腰で どうにかしてよ 決断せまる

◆金余 り 貯金をしたが 禾Jがつかず どうにかしてよ 決断せまる

右 井 志 津 夫   メ ッ セ 貝 も 笑 う

☆三位一体改革の失速懸念
酸味一杯だ

小泉首相

☆禁輸と高騰でピンチ~枚
舌は使えない

牛タン店

☆増税
第四のビールを開

穐箸碁
!

|☆

今鯉賢霧弊協髯層:を現会本目斐業

録
床―世界自然遺産に
ち―ゼロ遺産で

燃 甲版“立役者"になつた
風太君

|
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古 文 亭 南 朝 選  第56回 t)の は 付 |ナ ー″
―

‐ナーーー

「汚れてもうれしいものは」

銹譴)夫からのプ
"ン

トされた手編み曖 ―ター  大田区 高 栄子

守 >原稿には手垢まみれの初作品とありましたが、そこまで言わずとも。

建
足
建

俳
酢
俳
酢
酢
酢
酢
俳
俳
俳

家庭菜園での収穫

すべり込みセーフ

掘り出しものの骨董

ボランティア作業の終了

どろんこ運動会の同勝

ガ
ー

の新しい雨靴

屑篭の中の一万円

優勝のユニフォーム

初歩きの孫ヘプレゼントした靴

孫と遊ぶ部屋

抱き起こした坊やの笑顔

娘が嫁ぐときの戸籍

睦

京都市 牟礼 丈夫

稲城市 藤井 敬三

横浜市 鈴木 びん子

跡 餅 難

岩手県 片山 敦夫

文京区 稲葉 浅治

高知市 高橋 満子

さいたま市 高木 正明

松戸市 岡野 段子

横浜市 阿部 浩

仙台市 藤沢 浪子

佐倉市 笠原 宏之

市川市 中條 厚

次回の題  「まだまだ死ねないと思 うものは」

送付先 :〒 157‐∞71 世田谷区千歳台 1‐ 30‐14神山 徹

〆切 :10月 10日 ハガキ又はFax 03‐3484‐ 7123でD秀逸・入選に図書券贈呈

門 口 泰 宣    阿 果 リ ズ λ 鳥 パ ー ー ィ́

1.イ ンシュリン注射を打ちながら飲酒するのは体によくない

2.♪名も知れた 遠き六本木より 刺客が一人 流れよる

古巣の社長を離れずに なればそも亀井に殴りこみ♪ (椰子の対

3.♪郵政選挙に てぐすねひいて 賛否を問われる嬉しさに

公示前から 飛んで行きます 落下傘 ここがここが反対派

執念の議席を とりましょうね♪ (東京だよおつかさわ

4.暴力部長   困ッタイ・ トマ ドマイ高校

5.秋バきぬと 目にはさや力ヽ こ見えねけど TXの音にぞ驚かぬる

6,幻想即興曲が得意でした     ピアノマン
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麗島昨を文一_  ユーモア川柳「ああ、出会い」

初対面 手配写真を 思い出し

握手より 名刺が先の 日本人

窓際は アポがな<ても すぐに会え

方言で 話がはずむ 初対面

面接試験 一期一会を 繰り返す

シワの中 面彩さがす クラス会

会うたびに 髪の毛増える この不思議

挨拶で □も疲れる 山登り

寅さんの 出会うマドンす 美女ばかり

高 木 rL明  コ ミ ッ ク ど ど い つ か わ ら 版

Φさすが純ちゃん 拓さんよりも 好きなくノー 刺し向ける

Φ刺客出したら 刺さねばならぬ それが,P晴の 小泉流

Φ行きもヤレヤレ 帰りも
'怖

い タイル剥がれた 事故シャトル

Φ手抜き工事が 地震でばれて 落ちた業者と 吊り天丼

Φ少しゴロゴロ 鳴つたら避難 やはり雷 贋が好き

Φ江戸に憑かれた 杉浦日向子 お江戸巡りに 逝つたまま

Φホラ吹きタレン ト 上沼恵美子 申告漏れして またお灸

Φ加齢運転 能力低下 痴果も混じつて 事故多発

Φ親はパチンコ 熱中性で 幼児は車内で 熱中症

Φ自殺しようと ネットで誘い 死ぬ気なかった 殺人鬼

Φサファリーパークヘ ライオンツアー 餌に見られて 逝く不運

Φ連覇の駒大 苫小牧にも 暴力沙汰あり 処分待ち

棘 i都ン衛酌築 浅7台    ノIlオブ中    「 の ん び じ)」

の ん び り と  し て た ら過 ぎ た  締 切 日

明 け 六 つ に  起 き 暮 れ 六 つ に  床 の 中

妻 の 掌 の  上 で の ん び り 定 年 後

＊

＊

＊
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暑さ去り えばてしなく がんばろう ジョークサロンで 大いに笑つて (曽口美知

僣額塞虐漸罫    ○ ユ~モア四文字熟語

① ()死 ()生  麟 幽   ② ()固 ()徹  囲 拗

(ω 死 印 生        働 固 ω 徹

水に溺れたけど生き返つたつζ             刀貪1の愛好家だが虎徹しか集めないんだ

③ ()婚 ()祭  個 聴 際 ) ④ ()善 ()悪  織 轟 囲

Q tt ω 祭       餞 善 の 悪

村祭りは今で言えば出会い系サイトつてとこかな   表面的な慈善家が多くて嫌いt

O 通信販売にちなむりIl柳を

『通販の Tシャツ 隣と お揃いi劃  『通販と コンビニ 息子の 制

騰 は 通販、携帯 漫画から』   艤 買い 余つて 近所に おすそ分け』

○ イ噺

際 中刑

八つつあん

J隠居さん

八つつあん

d隠居さん

そこで狂歌を

『例年に ない暑さでも やり過ごす 冷や汗かいて その場を凌ぐ』

『暑さには 負けぬ健康 大切と 運動過ぎて 熱中症1劃

八つつあん :

日隠居さん :

八つつあん :

ヨ隠居さん :

J意居さん、知つてま力 、大工の留さんが暑さでぶつ倒れたつてこと。

なんだつて !。 ここんところの猛烈な暑さのせいだろ?酷かつたからな。

それもちょつとは関係あるんですがね、実は留の奴、隣の美代ちゃんを左官の玄さ

んと張り合つてましてね。物の弾みで我慢比べに負けたら手を引くつてことになつて、

お互いカンカンに炭を熾した火鉢に跨って綿入れ 5枚着た上にどてらを羽織つて、

熱々の鍋焼きうどんを食つてぶつ倒れたんヽ

いかにも留さんらしいが、御 長こ急激に体内の水分を汗で失うと熱中症になるつて

ことだ。特に滝のような汗つて―のが危ないそうだしただ流れるばつかりで、蒸発し

ないから、身体が冷やされないんだそうだ:それで留は?

我慢比べの見物に来ていた奴らが驚いて、水をぶつ掛けたり団扇で扇いでいる内に、

一旦は正気に戻つたんですがれ

そいつは良かつたD若いつて―のはいいもんだ、下手をすると本当に熱中症になつ

ちまつたら後々大変らしいからな。

でもまだ続きがあつて、留の奴つたら、介抱してくれたのが美代ちやんとばつかり

思つてたらしいんですが、実はタバ童屋の寅婆さんだつてことに気がついた途端、2

度目の失神をしちまつて、今度は救急車で病院に運ばれるつて騒ぎになつたんですよ。

まだ、病院にはいるんですがすつかり元気になつて、今じや―、患者仲間と将棋ばつ

かりやつてるそうです武

なんだ留の奴は、熱中症になり損った挙句の果てに、今度は将棋に熱中つてわけな

のかし、
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中 條   厚      イJヽ話 ― 選聖ノIIイロF口  = 幸 福

年金で 初めて黒の 小遣い帳

(今月は残つた、現役の時はピイピイで、母ちゃんに頭下げて恵んでもらたりしてな、こんな

に自由に使えるの、生まれて初めてだよ、もつと早くしたかつたな。何言つてんのよ、私が

倹約しているのに、いい気にならないで、余つたら出してよ)

自衛隊 兵器精鋭 敵はなし

(昔の軍隊ま兵器が古くてがたがただつたからね嘔それで戦争したんた 戦つているうちに使

えなくなるんだし今はいくら戦っても壊れることないよ。だけど敵がいないんだしごつこの

おもちゃ力ヽ ゆ

美人妻 白髪染めても 人目ひき

踏絶衰えるなんてうそれ あの奥さん70だつてしそんな風には見えないれ 基がいいと得

ね。旦那さんにも困るんじゃなし、何の苦労もないからよ。私なんか悩みが多くて。だから

40で崩れたじゃなし、それは基だよ)

~世
の子 スタート台が 二段上

(社長の子には会社がある、政治家の子には地盤がある、タレントの子にはフアンがいて、出

発点が違うんだよ。ゼロからはい上がるのとの差だれ かないつこないよ。いい親持てば、

■ゴくは幸せだなあ"になるのさ)

甲子目 飛球の先には 札の東

(みんな夢中だれ プロに行力瘤るからだよ。大学なん力長こ行つていられるかつていうことだ

よ。札の桁が違う。親の日の色が変わるよ。だって親が一生力功 つヽても取れなかつた額を最

初にもらんだからオ■ こんな親孝行ないよ)

相続税 日では苦情 手には幸

観が高くつてね、苦労したよ。売つたのかし、安くたたかれてね、損しちゃつた。でも残つ

たんだろう。税務署はきついね。あと継いだんだろう。何と力、結局財産持ちの旦胴こなつた

ということじゃないれ まあね。それを先に言えよ、幸せになつたんだろう)

動 まり 徒党れ で すぐに割れ

(同士だ、=緒にやろう。結社は自由だtあれつ、同じものを立ち上げた奴がいる。そつちヘ

行く?いくつあってもいいんだけど節操ないな。渡り鳥でいいん滝 うまい餌のある方へ移

るつていうわけ力、それが自由というものさ)

印 南 博 之
□  □  □   

日本の夏 緊張の夏

1.垣根の穴から裏庭のぞき 行水する人見てみたい

2.夕涼みよくぞ男は昔の話 キャミにへそ出し見せパンツ

3.差す手引く手に提灯ゆれて 恋の生まれる盆踊り

4.ドンとあがった花火の音に ガバと身を伏すイラク人
5.全国いつせい打ち水デーに ボクも一役マヌカンピス (小便小僧)

6.ほしい夕立なかなか降らぬ たまの朝立ちままならぬ

7.田んぼの蛍が見えなくなつて 今じゃベランダほたる族
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平 井 幸 雄 嗣 購そ富淵
『和』は「日本の・・・」という意味以外に、喘訴口 や 略断□」

という「おだやかな」「なごやか視  「やわらげる」という意味が

あります。また、硼夢口 や 口麻田 昭新口 などのように、「気

が合う」聴かよ<する」という意味の 勝回でもあります。音

楽の世界で勝□』|よ「/8音」や麻BP~Jと して使われ [韻報

子をあわせ」ます。他に、町蒻Ш すなわち「まぜあわせる」の意味があり、数学

ではたし算の『和』でもあります。料理では「ごま和え」麻日えもの」など|ご『和』

の文字を使います。2つの味を単に足すというより、2つの味が加わり、また別の

味を醸しだす 勝□』は意味深長であります。

日本の暑い夏は、勝□』で装い、肝回 の風情で、『和』食を味わうのが、暑さを和

ら1嗅 体調を整える最高の方法cすね。ところがt冷静に戦争のない平和を考え

る、一方で熱い選挙戦を戦う世間はなんとも皮肉ですれ

今節の日本の夏の世相を、和風な物で風刺臥 和んでみまりL

ウチワもめ 鰤 ヽ和や
かな風を送る日本の団扇
で、世界に平和な風を送り
たしヽ

1

風の吹くま
れヽ1 気のむくま

一一・予

に
わが家の風

鈴
親
窃芳秀

散りん散りん
と解散した日本の国に
どんな風が吹くのやら

岡 野設 子  縮 ん で伸 ば して  手 を打 つ て 笑 つ て ね

☆ 地図で探すチーズの産地
☆ ビルは地に建ちビールは泡立ち
☆ 広き空からソーラー電池
☆ 時計は狂わず 統計は狂 う
☆ シソは香草、思想は考想
☆ 株は投資、カーブは投手
☆ ハブは恐ろし ハーブが香んばし

京都市/広)':メ
=々

に      多′うジar―

「地震て一音する機械は ?」 「???」
「ミシン、ミシンさ」
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奥 村 篤 史

ダイビング仲間の一人、小平市役所勤務のK氏の別荘に泊まり、山中湖でヨット体験しよう企画が

甕 、ヽこの歳では多分最後のヨット経験であろうと8月 19日 ■1日豹 lL―者子は7名。
「0 寄っ

てらつしゃいとヨットハーバーが言えど 私や酔りとるバーバーが好きさ」とアッシー君「0 酔

つとる経験数々あれどヨット経験ただ1度」。この体験記を南京玉すだれで演じます。

…

、週颯 京・夭源・

… … … ―

… …

椰

`dほ

J徽の層目r7中 .緯 Fm"n引
「

鵬 誡劇時均賢Hじ■ 紳

_懲            。                     ・

,。 な な な ヱ ヱ ヱ ヽ

著

…

こ朧 鬱 劉 :

J… E照コ止J雷督洒ンヽこコ露夕月ンヽじ劇尋オ

2,電鳳 竃 て 、家翼 lCに、さ
=ヱ

、さ働掘東覇鷹れ

宙 こ

…

働 輸 ‖ 離
"出

講 卸 臓 :

―
dmlョ]‖:コ」Lョ『lidF I(1ヨtF'11‖ 11ヨヨE:11「Rlり,1:11メ Li

… … …

31電鳳 な 、■翼 1でに、ヱ 、ヱ 、さ嘲調疏重櫨競

暫

…

こ備澱孵 」哺翻更じ 電け

¨

… … …

4アさ鳳コむa'ぎ鳳ヱ 、さaさa
著

…

こ岬 働 唯 掛 凛 鱗 尉

…

‖卜申 pく
… …

口 慰障劇B―
中々中々瞑らない LヽC鷹蜘こ罰に選庁げ

フシヨてパタバタ フシヨτパタバタ 陸ヽ麟Eす 腱いこ返言

ニ ア」鳳コむ鳳■3aヱ 、さ
=ヱ

、

新

…

こ備灘孵 山椰p饂賓 建 る

パタバ奪黎

… … …

l… :

…

l鋼
… … …

61電
=賓

て 、ス翼 lくに、さ
=ヱ

、

櫛

…

こ備測勝       
…

肘

… …

      肘

肝 ン ト ン lギトニン トウ′  ト ン ト ン lキト‐ン レ
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<8月傾降計瑚静音>        8月 24日離

安藤晴康 0石井志津夫・印南博之・岡野殷子・奥村篤史・佐藤忠恕・曽田英夫 。高木正明

野口修正・平井幸雄・藤井敬三 0門口泰宣

野口さんは印南さんのご紹介による初参加ですD印南さんと同じくやはり」A関連の

お仕事である、肉用牛振興基金にお勤めt JAはひょつとするとK」oke Age璽ジ
の略でしょうかね。そのうちにビーフティフィルなジョークを作つてくださしヽ 長か
つた猛暑も終わりに近づき、次回例会の頃は秋の気配濃厚となるでしょう。

<変 集 鳥 だ よ り >

#1 「ユーモアスピーチの会」の横浜支部の7月 度例会に「楽園生活」という雑誌の取材が入り

9月号に記事が掲載されました 当日の参加嗜てインタビューに応じられた方の発言を記しま丸

世話人の一人、庄司ヤス子さんは「この会に参加するようになつてから、物事を明るく考えるよ

うになりました。コミュニケーションが希薄な時代だからこそ、生活の中にユーモア精神が必要

だと思いま丸 目指せ、ユーモアの達人ですれ 笑いを伝えて、世の中がもつと明るくなればと、

日々 面白いこと探しのアンテナを張つています」iL′シ ロットの自称飛行少年、石垣忠昭さんは

以前は講演会の場で思い通りに話せず、苦い思いをしました。ここで場数を踏むうちに度胸も

愛嬌も身についてきたのは勿論、人と気軽に会話が出来るようになったことは自分でも驚いてい

ます。いつか是非、今の若い人たちに、大空のロマンや、引退後に初めて体験した九州・天草の

青い海や、星空の美しさ、いつでも夢を持ち続けることの素晴らしさを伝えたい」。当支部は鈴木

ぴん子さんがリーダーであり、彼女の天真爛漫な性格□魅かれて参加者が集まつてきま九 観

第4木曜日午後 2時から神奈川県民センターで開催されています。ジョークサロンの姉妹グルー

プとして、益々の隆盛を祈つておりま丸

問合せは鈴木 :045-331-6587(ほ ほえみユーモアスピーチの会)

革舞羅鐵鮮判鱈幡51笛呈::X畠巡
.1轟

絆鴨琉糠iし

｀
uRL.:ht加 ://homepage3.面、com/ndmde/tioke /Eメール :銀剛正b面針8dion.ne.ip

10月度例会 :10月 26日 CD午後 6時半～内神田社会教育会館 7F第‐研修室

伝知懸皿92

獅 子:   2005。 928
変集鳥:  門口泰宣

変集協力: 曽田英夫/石井志津夫

高木正明/藤井敬三

嚇 れ /帥

中條 厚/印南博之

奥村篤史/岡野殷子

1琳勧ット 天野秀雄

発行所:  同巣会ジョークサロン

切手・カンパ受領一覧 (敬称略)

2005.814-200う 917

仙台市/本間良子 岐阜市/剖 |1昭子

京都都/鶴|1友雄 佐倉市/野口修正

川日市/高橋友季子 町田市/青木 孝

東京都/高原 真・堤 淳一・藤野哲康

新座市/渡辺知子 長野県/須山ケサ子

横浜市/田和久美
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